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太
鼓
を
叩
く
金
太
郎
、
ク
ル
ク
ル
回
る
一
寸
法
師
。
わ
ら
べ
館
の
中
庭

に
あ
る
か
ら
く
り
時
計
は
、
一
時
間
に
一
度
人
形
た
ち
が
に
ぎ
や
か
に
時

を
知
ら
せ
る
。
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
七
月
七
日
の
開
館
以
来
、
わ
ら

べ
館
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
時
計
の
演
出
が
は
じ
ま
る

と
、
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
ジ
ャ
ン
プ
を
し
て
リ
ズ
ム
を
と
り
、
大
人

た
ち
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
構
え
始
め
る
。
開
館
か
ら
二
七
年
経
っ
た
今

も
人
々
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
わ
ら
べ
館
の
か
ら
く
り
時
計
は
、
ど
ん
な

人
た
ち
が
つ
く
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
館
内
に
眠
っ
て
い
た
企
画
書
を
手
が
か
り
に
探
っ
て
み
た
。

な
じ
み
の
童
謡
に
合
わ
せ
一
日
九
回
、
四
分
三
〇
秒
の
ド
ラ
マ

「
何
回
み
て
も
心
な
ご
ま
せ
る
演
出
」
に
注
力　

　

わ
ら
べ
館
の
か
ら
く
り
時
計
の
歴
史
を
紐
解
け
ば
、
始
ま
り
は
開
館
前
年
の
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
に
遡

わ
ら
べ
館
企
画
員
　
高
　
橋
　
智
　
美

か
ら
く
り
時
計
の
制
作
者
を
た
ず
ね
て

わらべ館からくり時計
（いべんとほーる壁面に設置）
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る
。
服
部
セ
イ
コ
ー
（
現
セ
イ
コ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
の
子
会
社

で
設
備
時
計
や
か
ら
く
り
時
計
を
専
門
に
す
る
セ
イ
コ
ー
シ
ー
・
エ
ス
・

テ
ィ
ー
（
現
セ
イ
コ
ー
タ
イ
ム
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
が
開
館
に
間
に
合
う

よ
う
半
年
か
け
て
製
作
し
た
。
セ
イ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
が
手
が
け
た
記
念
す

べ
き
二
百
台
目
の
大
型
か
ら
く
り
時
計
に
あ
た
る
。
文
字
盤
の
直
径
は
約

二
メ
ー
ト
ル
三
〇
セ
ン
チ
、
重
量
は
約
一
・
五
ト
ン
。
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
一
日
九
回
か
ら
く
り
が
作
動
す
る
。
一
回
の
演
出
時
間
は
四

分
三
〇
秒
。
毎
時
五
九
分
に
な
る
と
、
前
奏
と
し
て
童
謡
・
唱
歌
の
ふ
る

さ
と
鳥
取
の
シ
ン
ボ
ル
ソ
ン
グ
「
こ
こ
は
ふ
る
さ

と
」
の
優
し
い
音
色
が
流
れ
る
。
続
い
て
、
季
節
感

の
あ
る
唱
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
と
も
に
、
子
ど
も
の

顔
と
太
陽
が
描
か
れ
た
中
央
の
レ
リ
ー
フ
部
分
が

反
転
し
、
楽
器
を
持
っ
た
人
形
た
ち
が
登
場
す
る
。

す
っ
か
り
日
常
と
な
っ
た
風
景
だ
が
、
誰
が
人
形
た

ち
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
テ
ー
マ
曲
を
編
曲
し
た
か
と
な

る
と
、
長
年
勤
め
て
い
る
職
員
の
中
に
も
知
る
者
が

い
な
い
。
筆
者
の
中
で
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
お
り
、

い
つ
か
調
べ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
た
。

わらべ館からくり時計曲目一覧
曲　名 作曲者

ここはふるさと 中田喜直

春が来た（3月～5月） 岡野貞一

我は海の子（6月～8月） 不詳

紅葉（9月～11月） 岡野貞一

スキー（12月～2月） 平井康三郎

大こくさま 田村虎蔵

一寸法師 田村虎蔵

花咲爺 田村虎蔵

金太郎 田村虎蔵

オリジナル曲 小泉まさみ

故郷 岡野貞一 除幕式で華々しくお披露目された
（平成 7 年 7 月 7 日）
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二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
一
月
、
仕
事
の
合
間
を

縫
っ
て
昔
の
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
地
下
の
書

庫
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
古
い
段
ボ
ー
ル
の
中
か

ら
当
時
の
企
画
書
を
発
見
し
た
。
こ
の
企
画
書
は
、

セ
イ
コ
ー
シ
ー
・
エ
ス
・
テ
ィ
ー
が
一
九
九
四
（
平

成
六
）
年
に
作
成
し
た
も
の
で
、
企
画
主
旨
、
イ

メ
ー
ジ
図
、
か
ら
く
り
演
出
の
説
明
な
ど
が
一
五

ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
た
。
企
画
の
主
旨

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
鳥
取
県
の
文
化
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を
分
か
り
易
く
、
ま
た
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
的
に
表
現
す
る
。

・
初
め
て
見
る
人
に
は
期
待
感
を
持
た
せ
、
か
つ
何
回
み
て
も
心
を
和
ま
せ
る
演
出
に
す
る
。

・
童
謡
館
、
お
も
ち
ゃ
館
へ
の
誘
い
に
つ
な
が
る
、
又
は
来
館
者
へ
の
あ
た
た
か
い
微
笑
ま
し
い
お
出
迎
え
を
表

現
す
る
。

　
（
童
謡
館（
仮
）企
画
書
よ
り
抜
粋
）

　

こ
れ
ら
の
趣
旨
に
沿
っ
て
か
ら
く
り
時
計
に
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
選
ば
れ
た
。「
大
こ
く
さ
ま
」「
一

寸
法
師
」「
花
咲
爺
」「
金
太
郎
」
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
を
題
材
に
し
た
曲
が
あ
り
、
そ
の
全
て
を
鳥
取
県
岩 からくり時計企画書
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美
町
出
身
の
田
村
虎
蔵
が
作
曲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
県
民
に
と
っ
て
な
じ
み
深
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
、
わ

ら
べ
館
を
訪
れ
た
人
々
に
歓
迎
の
心
を
込
め
て
演
奏
す
る
。
そ
れ
が
か
ら
く
り
時
計
の
筋
立
て
で
あ
っ
た
。

大
阪
万
博
の
彫
刻
、
ツ
ィ
ギ
ー
の
マ
ネ
キ
ン
で
大
ヒ
ッ
ト

人
形
制
作
は
時
代
の
先
端
を
走
っ
た
彫
刻
家

　

時
計
の
人
形
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
企
画
書
に
は
「
詩
情
性
を
高
め
る
た
め
に
、
高
い
レ
ベ
ル
の
人
形
作
家

を
起
用
」
と
あ
っ
た
。
ペ
ー
ジ
を
繰
る
と
、
作
家
の
作
品
例
と
し
て
ブ
ロ
ン
ズ
像
と
他
施
設
の
か
ら
く
り
時
計
の

写
真
が
載
っ
て
い
る
が
、
作
家
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
時
計
の
製
作
会
社
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、
当
時
の
資
料

は
見
当
た
ら
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。
企
画
書
の
作
品
例
の
写
真
と
似
た
よ
う
な
作
風
の
人
形
を
訪
ね
て
み
た
が

作
者
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
一
二
月
、
鳥
取
県
文
化
政
策
課
に
保
管
さ
れ
て
い
る
か
ら
く
り
時
計
の
資
料
に
「
大

森
達
郎
」
と
い
う
名
前
が
あ
る
と
連
絡
が
あ
っ
た
。
人
形
は
、
時
計
の
製
作
会
社
か
ら
東
京
都
の
彫
刻
家
・
大
森

達
郎
氏
が
主
宰
し
て
い
た
「
大
森
ア
ト
リ
エ
」
に
委
託
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

大
森
達
郎
氏
（
一
九
三
三
―
二
〇
一
一
）
は
、
東
京
都
世
田
谷
区
出
身
の
彫
刻
家
で
あ
る
。
マ
ネ
キ
ン
人
形
の

原
型
制
作
、
大
阪
万
博
で
の
彫
刻
制
作
や
、
青
森
県
十
和
田
市
内
の
馬
の
彫
刻
、
金
沢
市
内
の
再
開
発
の
た
め
に

制
作
し
た
子
ど
も
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
毎
日
映
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
等
、
多
岐
に
わ
た
り

活
躍
し
た
。
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大
森
氏
は
、
武
蔵
野
美
術
学
校
（
現
武
蔵
野
美
術
大
学
）
で
彫
刻
を
学
び
、
京
都
に
本
社
を
置
く
マ
ネ
キ
ン

の
製
造
販
売
会
社
「
七な
な

彩さ
い

工
芸
（
現
七
彩
）」
に
職
を
得
た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
来
日
し
、
日
本
に
ミ
ニ
ス

カ
ー
ト
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
女
優
、
歌
手
、
モ
デ
ル
の
ツ
ィ
ギ
ー
が
話
題
を
さ
ら
っ
た
際
に
は
、

ツ
ィ
ギ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
マ
ネ
キ
ン
の
原
型
を
制
作
し
、
大
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
し
た
。
大
森
氏
が
制
作
し
た
人
形

は
、
全
国
の
百
貨
店
に
並
ん
だ
と
い
う
。

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
は
人
形
作
家
の
女
性
と
と
も
に
、
東
京

都
中
央
区
「
エ
ト
ワ
ー
ル
海
渡
」、
奈
良
市
「
な
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
」（
注

１
）
、
千
葉
県
「
ジ
ャ
ス
コ
野
田
店
」（
注
２
）

な
ど
各
地
の
商
業
施
設
や

公
共
施
設
に
設
置
さ
れ
た
か
ら
く
り
時
計
の
人
形
を
多
く
手
掛
け

た
。
東
京
都
在
住
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
デ
ザ
イ
ナ
ー
妹
尾
大
介
氏
は
、

武
蔵
野
美
術
大
学
空
間
演
出
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
在
籍
中
、
講
師
を
し

て
い
た
大
森
氏
に
師
事
、
卒
業
後
も
大
森
氏
と
一
緒
に
か
ら
く
り
時

計
の
仕
事
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。「
子
ど
も
や
女
性
の
人
形
の
場

合
、
肌
の
色
が
柔
ら
か
く
血
色
が
良
く
見
え
る
よ
う
な
調
色
を
し
て

い
た
。
彫
刻
家
な
の
で
人
形
の
陰
影
が
引
き
立
つ
よ
う
な
色
を
選
ん

で
い
た
」
と
妹
尾
氏
は
話
す
。

ならファミリーの屋上
らくだの「ポコラ」
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バ
ン
ド
、
ア
イ
ド
ル
の
楽
曲
と
多
彩
な
音
楽
活
動

「
か
ら
く
り
時
計
の
音
楽
は
絶
対
に
楽
し
く
」

　

次
は
音
楽
の
制
作
者
で
あ
る
。
企
画
書
に
は
制
作
者
の
名
前
が
書
か
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「koperniks.com

」（
注
３
）

に
、
わ

ら
べ
館
の
時
計
の
音
楽
制
作
者
と
し
て
、
小
泉
ま
さ
み
氏
の
名
前
が
あ
っ

た
。
小
泉
氏
は
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
生
ま
れ
。
多
摩
美
術
大
学
に

進
み
バ
ン
ド
活
動
を
始
め
る
。
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
、「
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
ソ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
（
通
称
ポ
プ
コ
ン
）」
に
自
作
曲
「
こ
ん
が
り

ト
ー
ス
ト
に
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
」
で
応
募
し
、
パ
イ
オ
ニ
ア
賞
を
受
賞
す
る
。
二
年
間
の
バ
ン
ド
活
動
を
経
て
作
曲

家
に
転
向
。
柏
原
芳
恵
、
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
、
中
森
明
菜
ら
人
気
ア
イ
ド
ル
を
は
じ
め
多
く
の
歌
手
に
楽
曲
を

提
供
す
る
。「
ミ
ツ
カ
ン
味
ぽ
ん
」
や
雑
誌
「ESSE

（
エ
ッ
セ
）」、
目
薬
「
マ
イ
テ
ィ
アC

L

」
な
ど
の
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
曲
、
テ
レ
ビ
番
組
の
テ
ー
マ
曲
や
ベ
ネ
ッ
セ
の
幼
児
向
け
教
育
雑
誌
の
曲
な
ど
を
制
作
し
た
。

三
〇
代
後
半
、
時
計
製
作
会
社
の
依
頼
に
よ
り
か
ら
く
り
時
計
の
音
楽
制
作
を
は
じ
め
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
東
京
、
兵
庫
、
福
井
な
ど
、
国
内
外
二
〇
ケ
所
以
上
の
か
ら
く
り
時
計
の
音
楽
を
制
作
し
た
。

小
泉
氏
に
と
っ
て
わ
ら
べ
館
の
か
ら
く
り
時
計
に
使
用
さ
れ
て
い
る
田
村
虎
蔵
の
唱
歌
は
「
幼
少
の
頃
に
歌
っ

た
な
つ
か
し
い
歌
だ
っ
た
」
と
言
う
。
時
計
の
三
曲
目
に
流
れ
る
「
大
こ
く
さ
ま
」
は
、
因
幡
の
白
う
さ
ぎ
神
話

を
題
材
に
し
た
唱
歌
だ
。「
こ
こ
に
い
な
ば
の
し
ろ
う
さ
ぎ　

か
わ
を
む
か
れ
て
あ
か
は
だ
か
」
と
い
う
歌
詞
の 小泉まさみ氏
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と
お
り
、
短
調
の
悲
哀
に
み
ち
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
る
が
、
か
ら
く
り
時
計
で
は
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
と
明
る
い
音

色
で
演
奏
さ
れ
る
た
め
、
陽
気
に
聞
こ
え
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
「
か
ら
く
り
時
計
の
音
楽
は
絶
対
に
楽
し
く

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
悲
し
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
つ
く
っ
た
」
と
語
る
。
見
て
い
る
人
が
飽
き
な
い
よ
う

に
、
時
計
の
楽
曲
ご
と
に
伴
奏
の
リ
ズ
ム
と
調
性
を
変
え
、
特
色
を
だ
し
た
。

　

小
泉
氏
は
、「
機
械
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
を
テ
ー
マ
に
か
ら
く
り
時
計
の
音
楽
を
制
作
し
て
き
た
と
い
う
。

「
時
計
に
出
て
く
る
機
械
の
人
形
は
決
め
ら
れ
た
正
確
す
ぎ
る
動
き
に
対
し
て
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
っ
て
い
る

と
考
え
た
。
時
計
の
音
楽
は
パ
ソ
コ
ン
の
音
楽
制
作
ソ
フ
ト
で
つ
く
っ
て
い
る
が
、
人
間
の
演
奏
者
よ
り
も
正
確

で
抑
揚
が
な
い
演
奏
だ
と
聴
か
れ
て
、
冷
た
く
感
じ
る
人
が
い
る
の
で
は
な
い
か
？
だ
か
ら
『
機
械
』
た
ち
は
人

に
届
く
あ
た
た
か
い
『
オ
ト
』
を
探
し
求
め
て
い
る
は
ず
だ
、
そ
ん
な
思
い
で
か
ら
く
り
時
計
の
音
楽
を
つ
く
っ

て
き
た
。
単
な
る
か
ら
く
り
音
楽
に
は
し
た
く
な
か
っ
た
」
と
語
る
。

　

二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
、
か
ら
く
り
時
計
の
愛
好
家
た
ち
の
要
望
で
、
小
泉
氏
に
よ
る
か
ら
く
り
時
計
の

音
楽
を
集
め
た
頒
布
用
の
Ｃ
Ｄ
が
制
作
さ
れ
た
。
撤
去
さ
れ
現
在
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
計
の
曲
も
入
っ
て

お
り
、
フ
ァ
ン
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

二
人
の
制
作
者
が
銀
河
鉄
道
の
世
界
も
演
出

夢
と
希
望
と
郷
愁
を
感
じ
る
総
合
芸
術
品

　

大
森
、
小
泉
両
氏
が
携
わ
っ
た
か
ら
く
り
時
計
は
、
岩
手
県
花
巻
市
に
も
あ
る
。
花
巻
駅
の
そ
ば
に
あ
る
花
巻
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市
定
住
交
流
セ
ン
タ
ー
「
な
は
ん
プ
ラ
ザ
」
の
か
ら
く
り
時
計
は
、

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
に
設
置
さ
れ
「
銀
河
ポ
ッ
ポ
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
る
。
花
巻
市
出
身
で
あ
る
宮
沢
賢
治
の
童
話
「
銀
河

鉄
道
の
夜
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、
賢
治
作
曲
の
「
星
め
ぐ
り
の
う
た
」

を
ア
レ
ン
ジ
し
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
続
い
て
、「
ジ
ョ
バ
ン
ニ
」、「
カ

ム
パ
ネ
ル
ラ
」
の
人
形
が
手
を
振
り
な
が
ら
登
場
す
る
。
時
計
の
文

字
盤
が
開
く
と
銀
河
鉄
道
の
列
車
が
「
鳥
を
捕
る
男
」、「
双
子
の

星
」「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」
と
い
っ
た
賢
治
フ
ァ
ン
に
は
お
な
じ
み
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
オ
ブ
ジ
ェ
の
ま
わ
り
を
走
り
だ
す
。

筆
者
は
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
一
一
月
、
半
年
間
の
改
修
工

事
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
「
銀
河
ポ
ッ
ポ
」
を
訪
れ
た
。
そ
の
時
は
、
ま
だ
大
森
ア
ト
リ
エ
が
わ
ら
べ
館
の
時
計

の
人
形
を
手
が
け
た
と
は
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
心
躍
る
音
楽
、
愛
ら
し
い
人
形
た
ち
の
動
き
に
、
非
日
常

の
世
界
を
体
感
し
た
。
地
元
の
方
に
夜
間
の
照
明
も
見
ど
こ
ろ
と
聞
き
、
午
後
五
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
四
回
続

け
て
時
計
の
演
出
を
見
た
。
そ
の
間
、
親
子
や
学
校
帰
り
の
学
生
、
旅
行
者
た
ち
が
時
計
を
見
に
来
て
い
た
。
夫

婦
で
訪
れ
て
い
た
市
内
の
四
〇
代
の
女
性
は
、「
工
事
の
期
間
見
ら
れ
ず
寂
し
い
思
い
を
し
た
が
、
時
計
が
復
活

し
て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　

わ
ら
べ
館
の
か
ら
く
り
時
計
の
制
作
者
た
ち
に
誘
わ
れ
る
よ
う
に
、
岩
手
、
東
京
、
福
井
、
奈
良
な
ど
全
国
各

花巻市定住交流センターなはんプラザ
からくり時計「銀河ポッポ」
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（
注
１
）
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
に
一
階
ロ
ビ
ー
に
設
置
さ
れ
た
。
一
時
間
に
一
度
、
ら
く
だ
型
の
人
形
の
背
中
か
ら
六
体
の
人
形
が
登
場
す
る
仕
掛
け
で
、

音
楽
は
小
泉
ま
さ
み
氏
が
制
作
し
た
。
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
、
人
形
が
施
設
の
屋
上
に
移
設
さ
れ
、
現
在
は
か
ら
く
り
の
作
動
は
な
い
。

（
注
２
）
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
、
店
舗
名
を
「
イ
オ
ン
ノ
ア
店
」
に
変
更
。
文
字
盤
の
横
に
猫
、
振
り
子
の
部
分
に
男
女
の
ピ
エ
ロ
の
人
形
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
故
障
の
た
め
時
計
と
か
ら
く
り
は
停
止
し
て
い
る
。

（
注
３
）http://w

w
w

.koperniks.com
/karakuri/

高
橋
智
美
（
た
か
は
し
・
と
も
み
）

わ
ら
べ
館
事
業
推
進
室
企
画
員
。
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
よ
り
わ
ら
べ
館
に
勤
め
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
担
当
す
る
。

鳥
取
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
。

地
の
か
ら
く
り
時
計
を
見
て
回
っ
た
。
時
計
の
題
材
は
、
民
謡
や
日
本
酒
、
童
話
な
ど
様
々
だ
っ
た
が
、
そ
の
地

域
の
特
色
を
反
映
し
た
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。
い
ず
れ
の
か
ら
く
り
時
計
も
、
人
形
、
音
楽
は
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
細
部
ま
で
緻
密
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

小
泉
氏
と
大
森
氏
の
か
ら
く
り
時
計
の
制
作
過
程
を
知
り
、
両
氏
の
時
計
へ
の
情
熱
を
感
じ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

時
計
を
見
る
人
の
心
が
動
く
の
だ
ろ
う
。


